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物価指数の作成に関する研究の歴史は古く,        (    ) によれば ｢財および労働
に対する貨幣の交換価値の測定を最初に試み
たものはおそらく            (    )











れ以前には複数の研究蓄積がある｡ たとえば,     (    ),         (    ),      
(    ) (これはごく簡単にまとめられたもの
である),        (    ) がある｡ 日本に
おいては, 郡 (    ), 森田 (    ), 高崎
(    ), 高木 (    ) 等がある｡ これらの研
立教経済学研究 第  巻 第４号     年   





格｣ と｣ (     ) した｡ すなわち, ｢｢生計費
変動尺度的性格｣ とは, 対象集団を何らかの集
団, 階級に特定化し, 支出 (生活) における重
要度に基づいて加重を行い, 小売段階における
消費支出の各項目の価格以外に, 非消費支出を







































る｡      (    ,     ) は物価水準と貨幣
数量説との関係を論じ, 指数のテストによっ
て最良の指数を確定しようとした原子論的ア





















(    ),               (    ),     
指数,      指数,       (    ) である｡       (    ),              (    )







(                                          ) である９)｡ ところが, これ
らの品目の価格は季節性, 天候, 発明等の貨



















用を比較した｡ 採用された品目は, 穀物, 肉
類, 飲料, 被服の４品目であった｡         
の結論は, これら４品目の    年から    年
の期間に対する    年の価格はそれぞれ,   













合する試みは, 次に示す    ,      ,        らの研究によって示された｡     は    年に,     年と    年のヤ






る     指数によって物価指数を算出した｡     指数は以下のとおりである｡                                        指数は非加重の算術平均指数であ
り, 価格の算術平均の比率によって物価指数


















立教経済学研究 第  巻 第４号     年   
















にかけて  から  へと変化し, 別の財 ( 
とする) の価格が基準時から比較時にかけて から へと変化したとする｡ このとき,  
の個別価格指数は   ,  の個別価格指数は   となる｡  および の平均変化を求め
るためには, 非加重平均では算術平均, 幾何
平均, 調和平均の３つの方法が考えられる  )｡      は ＝１,  ＝１,  ＝１,  ＝２のケ
ースを想定する｡ この場合, 平均した指数の
上昇率はそれぞれ,   (算術平均),   (幾























算式は, 基準時固定ウエイト式 (いわゆる         指数) である｡ ここでは, 加重平
均指数を中心に, 物価指数算出の目的を概観















































は以下のとおりである  )｡                                        ×                                          ×   
高木 (    ) によれば,          の研究
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  ) 同一バスケットとは, 同一品目 (銘柄), 同
一数量を意味する｡ すなわち, 比較する２時点
で全く同一の消費を行った場合の費用を比較す






指数と呼ばれるが, 高木 (    ) は,          指数は       との論争の中で確立された
ものであることを示し, この点ににおいて        の功績を評価している｡ ただし, この
指数は一般に          指数として広く知ら
れているため, 本稿でも          指数と呼












































































































る ｢限界値理論｣ と, 最良指数  ) の利用など
によって, 真の指数の近似値を示そうとする
































の指数の目的, 性格と, 指数の ｢利用｣ との
関係をより明確にすることができる｡













ては, 特に, 第２回会議, 第６回会議, 第  
回会議, 第  回会議において議論された｡











































  )    駐日事務所ホームページ (                         ‒‒         ) (         最終アクセス)｡  ) 労働統計調査部 (    )    ｡   ) 労働統計調査部 (    )    ｡  ) 労働統計調査部 (    )    ｡  ) 非消費支出の項目を指数に含めることによる影響については, 鈴木 (    ) を参照｡  ) たとえば, 次の記述を参照｡ ｢現在の消費統計が不十分であることに鑑み, 各品目および各
第２回会議では, これらの指数は一貫して
｢消費者物価指数｣ ではなく ｢生計費指数｣
と呼ばれている｡ これは, 労働者 (引用では,
一般工業労働者) を対象とした指数であるこ




第６回会議 (    年) の決議では, ｢生計































う言葉は, 正当には ｢生計価格指数｣ ｢生計






































































































  ) 労働統計調査部 (    )     ｡  ) 労働統計調査部 (    )      ｡  ) 労働統計調査部 (    )      ｡   ) 労働統計調査部 (    )      ｡  )     (    )     ｡  )     (    )     ｡
可能な財であっても品質その他の相違によっ
て異なる財と判断される複数の財の価格をい






































言葉は見られない｡ いま仮に, ２時点間 (２
地点間についても同様に考えることができる)
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高木秀玄 (    ) 『物価指数論史』 高木秀玄先生著
作刊行会.
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